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　　　　　　　　　　　　　　 一 熔 接 工 養 成 學 校

　米國 の 電氣熔接は大戦以後急速に發達 した もの で 、 現 在で は各趣工 業 に蕨範團に適用せ られ居 り猫

釜 々 進歩發達 しつ S あ るが 、現場 に 於 て 施行 し得 る簡單 に して 正 確な熔接部檢査法が な い こ とは適 用

範團擴張 に對 する
一
大障碍で 、斯 うした事情 に於て は 優秀 なる熔接 工 を して 熔接 をな さ しむ る事が 極

めて 必要 で ある と し、殊 に大戰 時の 緊急 な要求 に 應じて 所 々 に養成學校が設 け られ 、夫等の 中に は歴

史と共に 發達 し、現 在 で は幾多 の 完備 し た 優秀なる もの が ある や うに な つ た 。

　是等 の 學校 の 中tcは職業 學佼式に何人た るを問 はす．熔接工 た らん とす る 者 に熔接技術 七教授 す る

純嬰校式の もの や 、自分の 伽 辻に 使用 する熔接工 の 養成 を主眼 とし．之 を援 めて
一般志頼者 を も收容

すう もの 或は（勿淪表面標鬱は して 居 らぬ が ）自吐製品販賣の 一助 として 設立 して居 る もの 等 が ある 。

　純墨校式 と稱す る もの は紐育 Y ．M ．C．A の 畢使や ． 「ク リーヴ ラ ン ド」 の 熔接 學校 等で 授 業料 をと

っ て 教へ る もの で 、一體 に期聞は長 くな い し．從 つ て 技倆 の 熟達 と言ふ よ りも一通 りの 基木披！l1耽 敏

へ 求職 の 資格 を作 る に あ り、言粟備 も概 して 小規模で ある 。

　第 2 の 種類 に屬 する もの は 1ウ エ ス チ ン グ ハ ウ ス 　 電 鰄會祉熔接單校 ．「ノ ーフ ォ ー 71 海軍 ｝：廠
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内 の 養成學校等 で 、ウ肚熔接畢校で は 生徒は會杜 の 使 用人で 會枇が 選定 した もの と顧客か ら逶 られ た

志願者 とで あ るが ．「ノ ーフ オ ーク 」海軍工 廠の もの は部 外一般 の もの が志願 入所 した もの で ．卒業の

曉 は工 廠が採用 した い 者は採用 し．他 は世上 に職を求 め しむ る もの で あ る 。

　叉 「ゼ ネラ ル ・ モ ータ ー」會秕 の もの S如 く、専 ら自己會砒 の 子弟教育の 爲め で 、他 よ りの 入校 を全

然許さぬ もの もあ る 。

　第 3 の 製晶販賣の 一手段 と して 設立 して 居る もの S 代表的の もの は 「リ ン カ ン ニ電氣 含祗経營の も

の で 、「ジ ェ ネ ラ ル ・
ヱ レ ク ト リ ツ ク」 會砒附矚の もの は之 に極 く少 し く第 2 種の 意味 を加味 した も

の で ある
。

　以上 は電氣熔接 中電弧 熔接（電弧熔接 も主 と して 金屡陣電弧熔 接）の
一

般 を教 へ る もの で あ る が ．此

の 外 「バ ツ ド」 自働車製造 會肚經營の もの N 如 く自働車 々 體 用の 熔接工 事の み を教 へ る もの もあ る 。

　是等の 中吾 々 が 職工 を逡つ て 教 へ を受けん とす る場合適當だ と思 は れ る もの は．「ウ エ ス チ ン グ ハ

ウ ス 」會砒 ．「ジ ヱ ネ ラ ル ・ ヱ レ ク ト リ ツ ク」會硅 ．「リン カ ン 」倉就附麑もの で ．共の 概略を論明すれ

ば 下記 の如 くで ある 。

　　　　　　　　　　　　　「ウ エ ス チ ン グ ノ
・ウ ス 」flヒ熔接學校

　イ． 組織並 に制度

　組織
一 本校 は ウ杜の 「イ 冖ス ト ・ ビ ッ ツ バ ーグ」工 場内に設置 されて あ 凱 見習職工 養成部 （Trade

Training　DePttvtment 》 に 屬する もの で あ る 。

　正規な晝閻學校 の 外、夜學部 もあつ て ．之は會杜の 職工 で 熔接工 た らん とする者 に教へ る もの で 、

24 弗の 控業料を：取 つ て 居 る 。

　晝 闇 の 學校 は 正 規の 教授 を うけ る もの で 、生徒は會杜 の 職工 で 會吐が 選定 した もの
、 舎瓧の 技師で

熔接部に屬すべ き邸ち熔接技師たる ぺ き もの
． 竝 に顧客か ら途 られた者 の 3種で 槻業料等の 費r目は取

らない 。

　時聞一 晝闇墨校 は工 場 の 勞働時聞 と同樣朝 7 時か ら夕方 4 畤 孚 まで ．夜 篳は 5時 45分か ら 8 時

45 分 吏で 3 時闇 。

　期聞
一 晝聞學校は當校卒業生 として 恥 しか らぬ技乕を習得 する程度で 、各個 人に 依つ て 異 り五六

週闇 と稱 尹る が實際は七八 邇闇か s る もの が 多い 。 學校 として はか う し た 希望で ある が ．顧客相 手 の

もの は必歩 し も其 の 趣 旨を固執せ 歩．顧客側の 希望に依 つ て は更に 短 期聞 で 教へ もす る 。 嚴格 に や る

の は 自砒選定の 生徒で ．在學中の 實技練習 も嚴格 にゃ らせ られ ．獪卒業後 も引き績き現場に て 練 習指

導を うける と云 ふ 有様で ．完全 な養成 となれ ば斯 くあ る可 しと思ふ 。

　夜墜 は 1 週 2 日で ．72時 聞の 課 程で あるか ら 3 月か 」る 。

　管理 者 ． 指導者一 1 人の 技師と 1 人の 披術指導者が あ り．舉校 の 管理 と實地 技術の 指導 に當 つ て

居 る
。
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米置に 於 け る電躯熔接 、 矢 ケ 崎 11
；経 」− i

　口 ． 設　備　　　　　　　　　　　i

校舍＿ 機騨 工 場 麟 接 した ・棟 を當て ． 内部 の 設備 眦 の 一兩年囎 設改 變 して居 る が ・第 一

圖 に 示 す要 領で
． 校舍 に あ て s あ る部分はrv，lp　27呎奥行 6映 で ・ z を 2 隣1に仕娜 1 つ は 27× 駅

で 發飜 を置 く所で あ るが ．餘積 に衣服格繼 や試翻 を1職 する t “　7 デ イ ガ ス゚ ラ ブ 耀 匠

あ る ． 他 の 1 窒は 27 × 52呎の 室で ．此 の i璽 熔接練 欝 （b。・：1，）が設 けて ある ・

練髄 一 繖 ・躙 、内 躙 は ・腟 で 闇・ 3 呎斯 5 呎 ・他獣 室で 映 ×

駅
の もの 4個 ・1；呎

× 5呎 の もの 9 個 ．
6 呎 ）く 8 呎の もの が 1 個 あ る 。

　周圍ほ薄鋼板 で 高 6 呎牛．裾を 8 吋位す か し．2 呎孚の 片開き戸が あ り、 之に 目の 高さ に切窓 を附

し、内部 を祕 う る様 に して あ る 。 但 し新設の 6 呎 × ・5呎 の もの 7個は入 ロ に帆布を掛 けて 居 る 。

　窒 の 内・に は鋼 板製の 仕事臺 と腰 掛 と熔接棒入 れが置 い て あ る 。

翫
＿ 鰕 膿 離 は 離 製 の 多人 孅 定電壓麓 機 1脚 「ア ・ ベ ア 」の もの 堪 ・5Q°「ア ム ベ

ア 」 の もの ・基で ．鰡 郵 か ら 5 まで （5 呎 ・ 3 呎 の 小 窒）の 躙 を 畊 と して ・5°°「ア ム ペ ア 」磯

を之 に 鴬て 、6 か ら 12 まで の 7個 、殘 りの 7個 を各 1 群 と し 1
，
000「ア ム ペ ア」機 1 基宛で 電流 を供給

して 居 る 。 電壓は何れ も60 「ヴ オ ル ト」で
塾
あ る ・

　熔接用 發電機 は 500 「ア ム ペ ア 」1 機で は 熔接電流は 600 「ア ム ベ ア 」を發生 し得 る もの で あ る か ら・

5 人か ける とすれ ば雫均 120　Fア ム ペ ア 」 に なる が 、普通に 多 く使 はれ る 4 粍位の 熔接棒で は 140〜

160 「ア ム ペ ア 」 を使ふか ら． 皆が 同時に熔擾 をす れ ば 無論不足 す る が ・實際に は誰かが電弧 を切 つ て

居 るか ら差支 へ な く行 くの で あ ら う。 然 し何れ に して も餘裕はない か ら、電流が 澤 山要 る炭素俸熔接

の 練習 は小室で は 出來す大室の 方で や つ て 居 る o

　電流 の 調整謝 ぽ各室 に つ け て ある 。

　課程
一

練習作業は 38 あ り、始 め 6 課 は炭素棒電駆 を使ひ 切斷・盛上 及び熔接をや り・其 後金驪
’
俸

電 極で 盛上 、熔接を下 向 、竪 ．上 向の 各姿勢で 、衝合接手 ． 丁 型 接手等の 型 式に就 い て 行ふ もの で あ る c．

　　　　　　　　　　「ジ エ ネ ラ ル
・エ レ ク ト リ ッ ク 」會肚熔接學校

　制度一 「ジ ー・ イー」砒 「ス ケ ネク タデイ ー」工 場の 一部 に あ り。 贇間學校で
一
般志願者の 入學を

許 して 居 る 。 在學中は會瓧 の 職工 で は な い が 、萬事職 工 通 り會砒の 規則 に服従 す る こ と に な つ て 居

ろ 。 但 し勿論給料 は支給せ す ．又 滿足 に 卒業 して も會雇ヒに傭入れ る保證は輿 へ ない
。

　授業料は取 らない が ．實習 に要 る衣服竝 に 器具は 自分で 準備す る こ と に し て 居 る
。

　時間竝 に 期間一一 時 間は職工 の 勤務時間 と全 然同一で ．朝 7 時 20分か ら午後 4 時 半 まで 、期闘は

全課程 の 繆了まで L’ 何時間 とは決 めす個人 の 技倆に 依つ て 定 める 。

　練習作業が 40 あるが ． 1 日 1 作業を修了す る の が 普通で ．優秀なもの は 2作業を造 り上 げる が ・ 叉

反對 に 1 作業に 2 日 か S る もの もある 。

　課程
一

練習作業 と稱す る各種 の 手熔接が 40 あ り、／課 目毎に練習製品 を作 つ て は指導 音に見て
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貰 つ て 及落を定 め次 に 移 る 。 其の 中間適宜 な所で fl。or 　lessonとて 實物の 熔接練習を 2 週間 ．自働熔

接機 の 練習 を 2週閤や る 。

　 全 課 を修 了すれ ば舉校で は附表上部 に示 す樣な證書を授與す る 。

　指導者一 學校には 1 人 の 准技 師格の foremanが居て
、 墾校の管理 か ら實技の指導まで やつ て 居

る 。

　設備一 教室 は間 口 33 呎 奥行 75 呎 1 棟 の建物9i）二 階全部を使 用 し．此 所 に練習室が 32 個 あ る 。

大 さは皆同「
で 幅約 3 呎奥行 5呎 ・圍は薄鋼板で あるが ・ウ祉の は一つ 一つ 出入 口 が附 い た室で あ る

が ．「ジー・ イー
」の は喩 へ て言へ ば長屋式で ．隣同士は隣の 光が 目に來ぬ 程に膝か ら頭の 上 迄の 仕切

板 が あ り．後の 方は通 つ て 居 る 。

　練智室 に臺 ．腰掛 ． 熔接捧立 ．電流調整器 が あ る こ と全 く同様で ある 。

　發電機 も自杜製品の 60「ヴオ ル ト」の 定電壓多人數型で 、能力 も 1，000「ア ム ペ ア 」の もの 2基 、500

「ア ム ペ ア 」の もの 1 基 で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 「リ ン カ ン 」熔接學校

　「ク リーヴ ラ ン ド」市 の 同瓧 の 工 場 の
一部 に 設けて あ り誰れ で も入學 出來 る 。 授業料 は取 らな い が

使川器具に 對す る保溌金 10 弗を納める 。但 し此 の 金は器 具を損傷 しない で 返せ ぱ 拂ひ 戻 して 呉れ る 。

在學中は職 工 同様會吐の 規則 に 服從する こ と．從つ て

　時 間一 職工 の 作業時闇通 り午前 7 時か ら午後 4 時牛まで L’ある 。

　賜 匿一 技倆上逹 まで 大體 6迴 間 と言 つ て居 たが 、最近か らは 1 ケ 月に縮 め て居 る筈で ある 。

　設備一 昨年秋頃場所 を變 へ る の で 多少模様換 をす る で あ らうが ．私 の 見た もの は第
一圖 に 示 す様

に 工 場の 1 隅に 練習圭 を設けて あ る（新教室は現 建物の 三階で 1 室全部を使ふ もの で ある）。 練習室 の

數は 22
． 大 さ は 6呎 × 6 呎 で 周 園は帆布で あ る の が 前 2 者 と異つ て 居る

。 又發電機が 可變電壓個 入型

で あ るの も前 2者 と異る所で 、之 は同吐で は 多入數型 は造 らす．3ぐ個入型 は多人數型 に優る と稱 して

贋 る 手 前．此 の 個 人型 を使 つ て 居 る もの と思ふ
，

　練習窒内部 の 設 備は前 2者 と同 じで ある 。

　課 程
一 熔接技術 の 基礎事項 を教 授する に在 りと稱 し．練習作業は 9 課 に分 けて 居 る 。

　此 の 3 學校 の 樣子 を通 覽 して 見る と 、 學校 の 目的 は電氣熔接界 の 爲に良熔接工 を養成す るに在 り、

從つ て 養成 に要す る費用 は會祗 で 貢捲 して 溪業料 は 徴牧 しない 。 又 出來 て も出來な い で も教へ る 丈 を

歉へ る と云 ふ の で な い か ら ． 在校 期聞 は指導者が 認 め て 優良 なる もの とな る迄 で ． 此點各學校 とも入

校 者に封 して 要求 して 居 り、「ジ ー ・ イー」祗 の 如 きは上逹 の 見込 なき もの は退學さす との 規則 まで 設

け て 居 る 。

　課程は大軆似通 つ た もの で
． 初め電弧の 構域保持 をや b、次 に 沈澱金屬の 盛方を練習 し

、 更に進ん

で は鋼板 を各種位置 （下 向、竪 ．上 向）で 種 々 の 形の 接手で 熔接を行ひ之 に鑄物の 熔接 を加 へ て 居 る 。
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来 固に 於け る 電氣熔 接 、矢 ケ 崎 IE 經
丑 ゴ

　壓縮 力　　　　　　　　　　　　 15，
000 听 として 居 る 。

　又此 の 規程で は熔接部の 長 さを測 る もの に ．熔接絡 りの 凹 み の 部分 （cratOr ）は 強度 に 入 ら ぬ もの

と して 長 さ に 入れ な い
。 同様 な意味 で 「ク ツ ク 」熔接 は勿論 熔接部 の 長 さが 1 足 の 大 さ の 4 倍以 下 の

三 角型熔接は 強度の 勘定 に は入 れ ない 。 叉 斷績熔接で は熔接部 の 長 さは最小 1 吋孚．非熔接部は薄い

方の 板の 厚 さの 16 倍或は 4 吋を超えて は な ら題と規定 して ある。

　ハ ． 汽罐製造規程で は使用 内應力を毎平方吋 に付 き 5，600听 と して居 る が 、 之に 就て は今日 で は餘

り低 い か ら大き くする の が至當で ある との 意 見が 多數出て 居る 。 夫故早晩改訂せ ら る S もの と思 ふ 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　四 　熔　接 　機 　械

　イ・ 工 場所有 の 型式 ． 大 さ

　調査 した工 場 は主 として 造船所 で ある が 、此の 外 「ウ ニ ス チ ン グ ハ ウ ス 」．「ジ ー・ イー」の 電機製

造會瓧並 に 「フ オ ー ド」工 場等の 工 場 で は

　1）　交流器と直流機

　殆 ど總 て 直流機で 、官私 造船所 9 ケ 所の 内交流器を も併用 して 居た もの が 2 ケ 所あ り、 共の rl，i　1 つ

は交流器は良い とは思は ぬが ．其時の 仕事の 關係
一E’　一一部 に 使つ て居 る と云 ふ次第で あ つ た 。

　交流 だ と被覆俸 を使用せ ね ばな らぬ場合が起 る の で 、之が 高 頂だ か ら裸俸 だ けで 濟む直流機 を使ふ

と云 ふ の が 主な理 由で ある 。

　2） 可 變電壓個 人型 と定電壓多人數型　　　　　　　　　　 ，

　此 の 兩腫の 型式の 何れ を採るか は ．電氣的の 關係事項 と共 に工場 に 於 ける作業猷態か ら充分研 究 し

た 上 で 決定すべ き で ．前 述の 造般所 中多入數型
一
黜張 りで 行 つ で 居 る の は 1 ケ所で ．兩者 を所有 して

居 る もの 3 ケ所 ．他 の 5 ヶ所 は個 人型の み を所有 し て 居 る 。

　多人數型一點張 りの 「＝ ユ ーnt−一ト ・ ＝ ・＝ ．　一一ス 」で は．個人型だ と機械の 移動に 工 費 を浪 費 し 結局

損に なる と主張 して 居るが ． 他で は造船所月1として は個 入型の 方が良い と言 ふ の が多V  

　1ウ エ ス チ ン グ ハ ウ ス ・ビ ツ ツ バ ーグ」工 場 で は、熔接學校 に は多入數型 を使 つ て 居 るが ．實際工 事

に は個人型 を使つ て 居 る 。

　仕事が散在 して 居て 且移動を し、加之 に仕事量に淌長 の あ る もの で は．移動式の 個 入型で unit を

多 く した 方が 得 の 樣 に 思 はれ る 。

　而 して 個 入型 の 機 械で は造船所の 仕事 と して は、大體 200 「ア ム ペ ア 」機 で 差支 へ なVOが 、300 「ア

ム ペ ア 」機 を要す る こ とが時 々 有 る と云 ふ 有樣で
、 其 の實際所有機械を見る と附表 の 通 1）で あろ 。

　3）　自働熔接イ幾並に斗弐自働熔接機

　之は所近年各方面に利用 せ られ 、現在盛ん な勢で 其の 利 用範圍が擴 大 しつ S あ る處で あるが ．造船

工 業 に も種 々 利 用の 途が あ り設備 して 居 る もの が尠 くない
。

　イト自働熔接機は造船 に は隨分利用す る塗が あ る と思 ふ 。
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巴 講 演
’

　 口． 製迭 會肚　　　　　　　　　　　　　　　 ’

　 現 在熔接用發電機或は交流熔接機 を製造 して 居 る會瓧 は隨分あるが ．直流 の 發電機の 方が 多 く．共

の 製 品に定評 の あ る もの を擧 げ る と、個 入型 で は 广リ y カ ン 」．「ジ ー・イ ー
」． 「ウ ェ ス チ ン グ ハ ゥ ス 」

等で ある 。

　　　　　 ロ

　 「リン カ ン 」は個人型熔接機 の み を製造 する會杜で ．熔接機 が 會肚の 生命 で あ る丈 共の 改 善に は不

斷の 努力を績け ． 數年前に 於て は全 く拔群 ．他瓧製品の追從を許さぬ 程で ．現在に於 て も米國製品中

の 尤た る もの との 評 を得て 居 る 。

　 「ジ ー・イ ー
」並 に 「ウ ＝ ス チ ン グ ハ ヴズ」會瓧の 製品は近年長足 の 進歩を した もの で 、財的能 力が

大なる 爲、其研 究に着手す る や莫大 の eeEt］を投 じ て 大規模に 行ぴ ．以 て 得た結果 も亦 甚大で ．其 の 新

型製晶は能 く 「リ ン カ ン 」 に 匹 敵 し優劣な し と迄種せ らる S に 至つ た 。

　 多人數型並 に 自働及孚 自働熔接機 の 製造會杜 と して は 「ジ ー・ イ ー」 並 に 「ウ エ ス チ ン グ ハ ウ」を

推 丁 。

　 自働熔接機で は．「ジー・ イー」 の もの は以前は架臺蓮行用の 電働機が熔接電流で 迢轉され る様に な

つ て 居たが 、 新 しい 型 は ウ枇製品同操に 別の 電流で 動か す様に なつ た 。

　 自働並 に牛自働熔接機 で 炭素俸 を使ひ 之；C特殊の 電弧安定裝置を施 した もの が ある 。r リ ン カ ン 　肚

の 製品 で 7 ＝ レ ク ト ロ ＝ ツ ク トル ネ ド」式 と稚す る もの で 「フ ＝
’
デ ラ ル 」 造船所が 之 を持 つ て 居 る 。

　 造船所 に は未 だ使 はれて 居 ない が、「ジー・イ ー」が 特賣 して 居る原子水 素電弧熔接器 は 「ク P 一ム 」

鋼等 の 熔接 に は斯 うした熔接器 が使 はれ て 居 る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 五 　熔　接　棒

　 熔接棒 の 製造 會肚 も亦澤 山あ り。 例 へ ば

　　　　「ア メ リ カ ン ・ X チ ール ・ ワ イ ヤ ー
」

　　　　「ジ ー・イ ー」

　　　　「コ 卩

’
・コ ーf｛レ ー シ ヨ ン 」

　　　　「ペ イ ヂ ・ ア ル ム コ 」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　　　　「ロ ウ ブ リ ン グ」

　　　　「ウ イ
1
レ ソ ン 」

　等で ．是等會瓧の 製品は何れ も優秀で 優劣な く．造船所等の 使つ て 居 る牀態か ら見 る と、要 は購 入

價格の 高 低で 自秕 と關 係あ る會祗 の 製品 を購入 使用 す る と言ふ の が 、 現 在米 國の 工 場に 於ける歌態で

あ る 。

　米 國で は裸俸を使用する もの が 多V・ が ．之 は裸捧 で 充分差 支へ な い もの が 出來、製品は裸購と被覆

襷 との 差が大で たい か ら 、 態 々 高い披覆俸を使つ て 高 い もの を造る必要 が な い と云 ふ に ある 。

　熔接協 愈で は裸捧 、被覆昧及び種 々 の 金屬 に 封 す る熔接昨の 規格を作 つ て 居 る が 、工 場で 多 く用 ひ
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米國に 於 け る電 氣熔 1屯 矢 ケ 崎 正 經 三三」

られ て 居 る もの は EIB と稱す る もの で 、’E1志は高い か ら餘 り使は ない が ． 或造船所で は嘗て 低炭素

鋼熔接捧で 買ひ に 出して 廉 くEIA が入つ た こ とが あ ）1 ．
こ うなれば EユA を使ふ と稱 して 居た 。

　共の EIA
，　EIB の 化學成分は 次 の 如 くで あ る

。

素

俺

　

黄

素

炭

滿

燐

硫

硅

ENo ．1A

O．C6　 以 下

0．15　 1t

O．04　 　”

0．04　　”

0．OS　　”

（綾 ）

ENQ 、1B

O．13 −一一〇．1S

O．｛こ｝〜0．6：）

0．  4 　以 下

o，o壬　　”

0．06　　’
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